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三間町の田んぼ環境調査 
２年４組 安岡慎之助 ２年４組 玉川 諒征 

２年４組 藤堂 大空 ２年４組 丹下 聖士 

指導者 清川  彩 

１ 課題設定の理由 

 近年、持続可能な開発目標（SDGs）が世界的な課題として設定された。私たちも、私たち自身

の足元に目を向け、身近な課題から取り組む必要がある。その中で私たちは、在来種の減少や生

態系の変化に目を向けた。県内有数の米どころである三間町は、山に囲まれた自然豊かな地域で

あるが、その生態系は今後も安定して保存されうるのか、現在の実態を調査することにした。  

２ 仮説 

 (1) 米どころである三間町は、高い水質が維持されている。 

(2) 在来種も保存されており、外来種の影響は少ない。 

(3) 今後も生態系が大きく変化したり破壊されたりする可能性は低い。 

３ 調査内容 

8 月 4 日、8 月 6 日、三間町金銅地区において 3

つの田んぼ（図１）を調査地とした。田んぼ「A」、

「B」とより上流の「上」とした。 

(1) 水質調査 

田んぼに加えて、田んぼと並行して流れる

川も調査した。田んぼ「上」の側を上流、田

んぼ「A」、「B」の側を中流、さらに大きな

川と合流する下流で調査した。パックテスト

（共立理化学研究所）を用い、COD、リン酸

態リン（PO4
-）、アンモニウム態窒素

（NH4
+）、硝酸態窒素（NO3

-）、亜硝酸態窒素

（NO2
-）、を測定した。 

 (2) タニシ調査 

多くの地域で外来種であるジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）が定着し、水稲に食害 

を及ぼしている。金銅地区の川や水田に移入がないか、在来種の存在とともに調査するこ

とにした。田んぼの 4 角（畔沿い）で、それぞれ 1m2の区画を 3 つ（1 つの田んぼについて

12 区画）取り、5 分間、人の手により巻貝を採取し、種類と数を記録した。 

(3) アンケート調査 

田んぼ周辺の環境の変遷を知るため、三間地区の米農家の方々に、アンケート調査（自由

記述）を行った。質問事項は、「1 三間の田んぼの特徴」、「2 三間米がおいしい理由」、「3 こ

れまでに田んぼが受けた被害」、「4 生物による田んぼへのメリット、デメリット」、「5 昔と

比べて、田んぼ周辺の環境の変化」、「6 昔と比べて、生物の数や種類の変化」である。 

４ 結果と考察 

 (1) 水質調査 

パックテストの結果を図２に示す。水中の有機物量を示し、人間の生活排水等の影響を

示す COD は、川では、いずれの地点でもほぼ、きれいとされる値の範囲内であった。田ん

ぼでは、川に比べて高い値となっていた。 

 

図１ 調査地 



130 

 

リン酸態リン（PO4
-）は、食品や飼料由来の汚濁の指標となるが、田んぼ「A」、「B」で

大変高い値となっていた。一方、田んぼ「上」では、川以上に低い値となっていた。地元

の方の話では、田んぼ「上」については、水質調査の１日前に水を張ったそうである。田

んぼには、窒素（N）、リン酸（P）、カリウム（K）に代表される肥料が与えられる。田ん

ぼの環境は、水を溜めてからの期間や肥料の与え方によって大きく変化する。川について

は、下流でのリン酸態リン（PO4
-）の量が多くなっている。人の生活排水等の人為的影響が

起き始めているのではないかと考えられる。 

川での窒素化合物の測定結果については、次のように読み取ることができる。アンモニウ

ム態窒素（NH4
+）は主に生活・工場排水や田畑からの肥料等の流入が、硝酸態窒素（NO3

-）

 

図２ 田んぼと川の水質調査結果 ※「きれい」は一般的な川の基準 
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は測定場所近くからの汚れの流入が、亜硝酸態窒素（NO2
-）は測定場所より上流からの汚れ

の流入が分かる、とされている。いずれの値も通常の範囲に入っており、自然浄化の範囲に

入っていることがわかる。田んぼ「A」「上」でアンモニウム態窒素（NH4
+）の値は川の基準

内、硝酸態窒素（NO3
-）、亜硝酸態窒素（NO2

-）は 0 であったのに対し、田んぼ「B」では高

めの値となっていた。田んぼの水環境は、水の流れや施肥の量・時期等によって、変わりや

すいと考えられる。 

(2) タニシ調査 

タニシの調査結果を表１に示す。県内に生息するタニシとしては、在来種のヒメタニシや

マルタニシ、外来種のジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）が確認されているが、マルタニ

シのみが確認された。マルタニシの他にはカワニナが多く確認でき、カワニナは、周辺の川

にも多く生息していた。マルタニシ、カワニナはきれいな水を好むので、きれいな水質が維

持されていると判断できる。田んぼ別にみると、「上」では巻貝類は観察できなかった。水を

張ってからの期間が影響している可能性がある。 

後日、田んぼを訪れたとき、

調査日と比べて田んぼ内の場

所によって個体数の偏りがみ

られた。田んぼの水量、水温、

取水口の位置や水を貼ってか

らの期間などの要因が、タニ

シの生息場所や生息密度に大

きく影響すると考えられる。 

(3) アンケート調査 

三間町の農家の方 45 人か

ら回答を得た。回答例を図３、多かった回答を表２に示した。三間町の土壌が粘土質であ

ることが、おいしいお米づくりの大きな要因であるとのことであった。昔と比べた田んぼ

環境や生物について、機械化や農薬使用、用水路の整備など農業形態の変化によって生産

性が向上した一方で、生物種・数の変化を実際に感じている人が多数いることが分かっ

た。表３に、アンケート回答に見られた「増えた生物」「減った生物」を示した。全国の他

地域と同様、三間町においても、在来種の減少と外来種移入が進行しているようである。

一方、「毒性の強い農薬の使用で何もかもいなくなってしまったが、反省のもと少しずつだ

が生物が復活している」、

「大きな変化は 1970 年頃

までに一段落し、その後は

極端な変化はない」、「近

年、トノサマガエル、メダ

カ、ホタルが増えてきてい

る」など、生態系の回復を

示唆する回答もあった。戦

後に農業形態の大きな変化

があり環境が変化した後、

保全の必要性が認識された

ことで、三間町の自然環境

は回復してきた可能性もあ

る。 

 

図３ 実際のアンケート 

表１ 採取された巻貝の種類 ※田んぼ「上」はいずれも０ 
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５ まとめと今後の課題 

三間町金銅地区の川はきれいであることが分かった。一方、田んぼの水環境は、川の指標で一

概に評価できるものではなく、水の流れや施肥の量・時期、取水口の位置などによって変わりや

すいことが分かった。施肥による水質汚濁の懸念もあるが、田んぼ土壌には水質浄化作用がある。

今回は、夏季の収穫前に限定して調査を行ったが、継続的な調査をすることにより、１年を通し

た周期的な変化を捉えたい。さらに、三間町に特徴的な粘土質な土壌には、他地域の土壌と比べ

て水の浄化作用に何か影響があるのか調査したい。 

三間町には、川・田んぼとも、ジャンボタニシの移入は見られないが、南予地方の他地域には

すでに移入している。さらにアンケート調査からは、三間町にも動植物ともにかなりの外来種が

移入し、生態系が単純化しているようである。一方、環境の回復についての回答も複数あった。

さらなる保全に向けて、聞き込み調査や生物採集を継続したい。 
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表２ アンケート内容と多かった回答 

 

表３ アンケート回答に見られた生物種の変化 

 


